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中間報告書「ＡＩネットワーク化が拓く智連社会（ＷＩＮＳ） 

―第四次産業革命を超えた社会に向けて―」の構成 

第１章 ＡＩネットワーク化及びその進展段階 

第２章 目指すべき社会像及び基本理念 

第３章 ＡＩネットワーク化の影響 

第４章 ＡＩネットワーク化のリスク 

第５章 当面の課題 

ウ イ ン ズ 
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「ＡＩネットワーク化」と「ＡＩネットワークシステム」 
第１章（ＡＩネットワーク化及びその進展段階）関連 

→ＩＣＴインテリジェント化のうち中心的な変化が「ＡＩネットワーク化」 

コンピュータや通信ネットワークに関する様々な技術の同時並行的
かつ加速度的な高度化等によりもたらされる次のような変化 
１．ＩＣＴにおける知性の向上 
２．ＩＣＴと人間の連携の進展 

ＩＣＴインテリジェント化 

ＡＩを構成要素とする情報通信ネットワークシステムの構築及び高度化 

ＡＩネットワーク化 

ＡＩネットワークシステム 

ＡＩを構成要素とする情報通信ネットワークシステム 

 ①インテリジェントＩＣＴが人間を支援 
   人工知能（ＡＩ）が、他の人工知能（ＡＩ）とは連携せずに、インターネットを介するなどして単独で機能し、人間を支援。 
 ②インテリジェントＩＣＴのネットワーク化による協調が進展 
   人工知能（ＡＩ）の相互連携が行われるようになり、社会の各分野における自動調整・自動調和が進展。 

 ③人間の潜在的能力が人工知能により引き出され、身体的・頭脳的に発展 
   人工知能（ＡＩ）等と人間の間の相互作用も設計可能となり、センサ、アクチュエータ、人間及び人工知能（ＡＩ）が連携。  

 ④人間とインテリジェントＩＣＴが共存 
   インテリジェントＩＣＴと人間がシームレスに連携する世界が実現。 

ＩＣＴインテリジェント化の進展段階 

ＩＣＴインテリジェント化を支える技術・システム 
の総体を「インテリジェントＩＣＴ」という。 
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ＡＩネットワークシステムとインテリジェントＩＣＴ及びＩｏＴとの関係 

第１章（ＡＩネットワーク化及びその進展段階）関連 
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「ＡＩネットワーク化」の進展段階 

① ＡＩが、他のＡＩとは連携せずに、インターネットを介するなどして     

  単独で機能し、人間を支援 

② ＡＩ相互間のネットワークが形成され社会の各分野における 

   自動調整・自動調和が進展 

 

 

 

 

 

③ 人間の潜在的能力がＡＩネットワークシステムにより引き出され、  

   身体的にも頭脳的にも発展 

 

 

④ 人間とＡＩネットワークシステムが共存 

第１章（ＡＩネットワーク化及びその進展段階）関連 
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本検討会議における検討事項 

① 人間とＡＩネットワークシステムが共存する未来（ＡＩネット 
 ワーク化の進展段階の第４段階）における社会の在り方に関し、 
 目指すべき社会像及びその基本理念              →【第２章】 
 
 
② ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす影響        →【第３章】 
 
 
③ ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらすリスク       →【第４章】 
 
 
④ ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす影響・リスクに 
 関し、今後注視し、又は検討すべき事項のうち、速やかに検討 
 に着手すべきもの（当面の課題）                →【第５章】 

第１章（ＡＩネットワーク化及びその進展段階）関連 
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「知」から「智」へ 

① ＡＩが、他のＡＩとは連携せずに、 

   インターネットを介するなどして単独で機能し、人間を支援 

 

② ＡＩ相互間のネットワークが形成され、  

   社会の各分野における自動調整・自動調和が進展 

 

③ 人間の潜在的能力がＡＩネットワークシステムにより 

   引き出され、 身体的にも頭脳的にも発展 

 

④ 人間とＡＩネットワークシステムとが共存 

ＡＩネットワーク化の進展段階 

ＡＩネットワーク化 

第２章（目指すべき社会像及びその基本理念）関連 
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目指すべき社会像及びその基本理念 

  ２ 基本理念 

  １ 目指すべき社会像  

○ すべての人々がＡＩネットワークシステムの恵沢をあまねく享受 

○ 個人が、尊厳をもった自律的な主体として、ＡＩネットワークシステムを安心して安全に利活用 

○ イノベーティブな研究開発と公正な競争を通じて、多様で高度なＡＩネットワークシステムを実現 

○ ＡＩネットワークシステムに関し、制御可能性と透明性を技術的・制度的に確保 

○ ＡＩネットワークシステムにより、地球規模課題（環境保護、格差是正等）の解決に貢献    等 

智連社会 （Wisdom Network Society） 【ＷＩＮＳ】  （第四次産業革命を超えた社会） 

第２章（目指すべき社会像及びその基本理念）関連 

ウ イ ン ズ 
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ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす効果（１／６） 

       ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす効果について、公共（まち）／生活（ひと）／ 
       産業 （しごと）の分野ごとに、２０２０年代～２０４０年代の時系列で評価。 
 

【公共（まち）】 公共インフラ、防災、スマートシティ、行政 

【生活（ひと）】 生活支援、豊かさ創造（創造的活動、 
           コミュニティ活動等） 

【産業（しごと）】  分野共通（コーポレート業務等）、農林水産、 
           製造業、運輸・物流、卸売・小売、金融・保険、 
           医療・介護、教育・研究、サービス業、建設 

 

○併せて、ＡＩネットワーク化の我が国における経済効果（注１）を試算。 

  【試算の結果】 ＡＩネットワーク化の我が国における経済効果は、直接的効果（注２・３）だけで 
            ＋１２１兆円（２０４５年時点、年間の生産高（市場規模）ベース） 。 

 

【例】 医療・介護 

 （注１） ＩｏＴ/ビックデータ及びロボットの経済効果を含む。 
 （注２） 「直接的効果」とは、産業へのAＩネットワークシステムの導入による効率化、製品・サービスの高付加価値化による生産高の増加等をいう。 
 （注３） 「波及的効果」とは、産業へのAＩネットワークシステムの導入による効果であって、直接的効果ではないもの（地方経済の拡大、余暇の拡大 
      等）をいう。 

第３章（ＡＩネットワーク化の影響）関連 
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ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす効果（２／６） 
第３章（ＡＩネットワーク化の影響）関連 
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ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす効果（３／６） 
第３章（ＡＩネットワーク化の影響）関連 
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ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす効果（４／６） 
第３章（ＡＩネットワーク化の影響）関連 
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ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす効果（５／６） 
第３章（ＡＩネットワーク化の影響）関連 
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ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす効果（６／６） 
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○ ＡＩネットワーク化の経済効果は、直接的効果（注１）だけで＋１２１兆円（２０４５年時点、年間の生産高（市場規模）ベース） 

○ そのほか、地方経済の拡大、余暇の拡大等の波及的効果（注２）も考えられる。 

波及的効果 

直接的効果 

                    ＡＩネットワーク化の経済効果（ＩｏＴ/ビックデータ及びロボットの経済効果を含む。）を 
                    年間の生産高（市場規模）ベースで試算 

・自動調整・自動調和の進展に 

 伴うコストの低減 

・各産業に活用されるロボット等 

 の製造増大 

・マスカスタマイゼーションの普及 

・レコメンデーション高度化による 

 嗜好性消費の増大 

・無人のタクシーやバスの登場に 

 よる移動コストの低減 

・Fintechによる小口融資の増大 

 （注１）「直接的効果」とは、産業へのAＩネットワークシステムの導入による効率化、製品・サービスの高付加価値化による生産高の増加等をいう。 
 （注２）「波及的効果」とは、産業へのAＩネットワークシステムの導入による効果であって、直接的効果ではないもの（地方経済の拡大、余暇の拡大等） 
    をいう。 

＋１２１兆円 

第３章（ＡＩネットワーク化の影響）関連 

・地方経済の拡大 

・余暇産業の拡大 

・コミュニティ・ビジネスの拡大 

・共有型サービス産業の拡大 
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ＡＩネットワーク化のリスクを踏まえて解決すべき課題（１／２） 

リスクの種類 解決すべき課題の概要 

セキュリティ関連 
・ＡＩネットワークシステムに対するハッキングやサイバー攻撃等 

・ＡＩネットワークシステムに対する攻撃が秘かに行われ、被害に気づかないこと 

情報通信ネットワーク 
システム関連 

・情報通信ネットワーク上に多種多様なＡＩが混在することにより、ＡＩネットワークシステムが 

  正常に動作せず、意図しない事象が発生 

・情報通信ネットワークの不具合によりＡＩが正常に動作せず、意図しない事象が発生 

・クラウド等におけるデータ漏洩・消失やシステム障害 

不透明化 
・ＡＩのアルゴリズム等が不透明化し、人間にＡＩネットワークシステムの適正な制御が困難化 

 ないし不可能化 

制御喪失 

・ＡＩネットワークシステムが暴走し、人間による制御が困難化ないし不可能化 

・超知能（superintelligence）の誕生やシンギュラリティの到達により、人間による制御が 

 困難化ないし不可能化 

  ○ 本検討会議においては、ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらすリスクを次のように分類。 

    ①機能に関するリスク： ＡＩネットワークシステムに期待される機能が適正に発揮されないリスク 

    ②法制度・権利利益に関するリスク： ＡＩネットワークシステムにより権利利益等が侵害されるリスク 

  ○ 被害の生起確率や規模等が予測可能なリスクを予防するとともに、不確実なリスクについても、複数の 

        シナリオを検討し、リスクの発生に迅速かつ柔軟に対処する枠組みを構築することにより、課題を解決。 

【①機能に関するリスク及びこれを踏まえ解決すべき課題】 

第４章（ＡＩネットワーク化のリスク）関連 
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ＡＩネットワーク化のリスクを踏まえて解決すべき課題（２／２） 

リスクの種類 解決すべき課題の概要 

事故 ・自動運転車やロボット等の自律的判断に基づく動作による事故 

犯罪 
・ＡＩネットワークシステムを悪用したマルウェアによる犯罪 

・自律型兵器のテロ等犯罪への悪用 

消費者等の権利利益関連 
・ＡＩネットワークシステムが適正に利活用されないことにより消費者、青少年、高齢者等の 

 権利利益が毀損 

プライバシー・個人情報関連 

・ＡＩネットワークシステムによる個人情報の収集・利活用が不透明化することにより、個人情報 

  のコントロールが困難化 

・ＡＩネットワークシステムが人々の信念、健康、将来の行動等を推論することにより、プライバ 

 シーが侵害 

人間の尊厳と個人の自律 

関連 

・ＡＩネットワークシステムが人間の意思決定過程を見えない形で操作することにより、個人の 

  自律が侵害 

・ＡＩが人間を上回る知能を持つことにより、人間中心主義的な価値体系が動揺 

民主主義と統治機構関連 

・AIネットワークシステムによる投票等国民の行動の操作 

・ＡＩネットワークシステムを国家の統治に利活用する場合における意思決定過程の不透明化 

  や責任の所在の曖昧化 

【②法制度・権利利益に関するリスク及びこれを踏まえ解決すべき課題】 

第４章（ＡＩネットワーク化のリスク）関連 
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ＡＩネットワーク化の進展段階とリスクの顕在化 

ＡＩネットワーク化の進展段階 リスクの顕在化 

①ＡＩが、他のＡＩとは連携せずに、 

 インターネットを介するなどして 

 単独で機能し、人間を支援 

・セキュリティに関するリスク、事故のリスク、犯罪のリスク、プライ 

 バシー・個人情報保護に関するリスク、消費者等の権利利益に関 

 するリスク及び不透明化のリスクの顕在化 

②ＡＩ相互間のネットワークが形成 

 され、 社会の各分野における 

 自動調整・自動調和が進展 

・情報通信ネットワークシステムに関するリスクの顕在化 

・ＡＩ相互間のネットワークの形成に伴うセキュリティに関するリスク、 

 事故のリスク、犯罪のリスク、プライバシー・個人情報保護に関す 

 るリスク、消費者等の権利利益に関するリスクの拡大 

③人間の潜在的能力がＡＩネット 

 ワークシステムにより引き出され、  

 身体的にも頭脳的にも発展 

・人間の尊厳と個人の自律に関するリスクの顕在化、 

・人間の脳とＡＩネットワークシステムとの連携に伴うプライバシー・ 
 個人情報保護に関するリスクの拡大 

④人間とＡＩネットワークシステム 

  とが共存 
・制御喪失のリスク、民主主義と統治機構に関するリスクの顕在化 

第４章（ＡＩネットワーク化のリスク）関連 



17 

当面の検討課題（１／８） 

１．研究開発の原則の策定 

２．イノベーティブかつ競争的なエコシステムの確保 

３．利用者の保護 

４．ＡＩネットワーク化に関するセキュリティの確保 

５．プライバシー及びパーソナルデータに関する制度的課題 

６．コンテンツに関する制度的課題 

７．社会の基本ルールに関する検討 

８．情報通信インフラの高度化の加速 

９．ＡＩネットワーク・ディバイド形成の防止 

10．ＡＩネットワークシステムに関するリテラシーの涵養 

11．ＡＩネットワーク化に対応した人材育成 

12．セーフティネットの整備 

13．地球規模課題の解決を通じた人類の幸福への貢献 

14．ＡＩネットワークシステムのガバナンスの在り方 

第５章（当面の課題）関連 
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 ＯＥＣＤプライバシーガイドライン、同・セキュリティガイドライン等を参考に、関係ステークホルダーの参画を得つつ、
研究開発の原則を国際的に参照される枠組みとして策定することに向け、検討に着手することが必要。 

【原則の策定・解釈に当たっての基本的な考え方】 次に掲げる考え方を基本的な考え方として前文等に記述すべき。 

      ・ ＡＩネットワークシステムの恵沢が万人により享受され 
      ・ 人間の尊厳と個人の自律が保障され 
      ・ ＡＩネットワークシステムの制御可能性と透明性が確保され 
      ・ ＡＩネットワークシステムが安全に安心して利活用される 
 ② 研究開発の進展段階に応じて、想定される各種のリスクに適時適切に対処 
 ③ イノベーティブな研究開発と公正な競争にも配慮しつつ、多様なステークホルダーの参画 を得て、 
       関係する価値・利益のバランスを調整 
  ④ ＡＩネットワーク化の進展及びリスクの顕在化に応じて、適宜見直し 

【原則の内容】  少なくとも、次に掲げる事項を内容に盛り込むべき。 

 ① 透明性の原則     ＡＩネットワークシステムの動作の説明可能性及び検証可能性を確保 

 ② 利用者支援の原則  ＡＩネットワークシステムが利用者を支援、利用者に選択の機会を適切に提供するよう配慮 

 ③ 制御可能性の原則   人間によるＡＩネットワークシステムの制御可能性を確保 

 ④ セキュリティ確保の原則     ＡＩネットワークシステムの頑健性及び信頼性を確保 

 ⑤ 安全保護の原則     ＡＩネットワークシステムが利用者及び第三者の生命・身体の安全に危害を及ぼさないよう配慮 

 ⑥ プライバシー保護の原則    ＡＩネットワークシステムが利用者・第三者のプライバシーを侵害しないよう配慮 

 ⑦ 倫理の原則                  ＡＩネットワークシステムの研究開発において、人間の尊厳と個人の自律を尊重 

 ⑧ アカウンタビリティの原則   ＡＩネットワークシステムの研究開発者が利用者に対するアカウ ンタビリ ティを遂行 

 １．研究開発の原則の策定 

当面の検討課題（２／８） 
第５章（当面の課題）関連 

社会を実現 ① 
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(1) 関係する市場の動向の継続的注視 

 ・ ＡＩネットワーク化やデータ寡占等に着目したデータ等の創造・流通・蓄積の状況、事業者間の競争状況 
    その他市場の動向の注視・評価 

注視対象（ＡＩの範囲、データの範囲、市場等）の画定、注視の視点、評価基準等の在り方の検討 
注視・評価に必要となる情報の収集の在り方の検討 
ＡＩネットワークサービス（ＡＩネットワークシステムの機能を提供するサービス）の供給者による行為であって、イノベーティブな 
 研究開発や公正な競争を阻害するおそれがあるものの類型化の検討 

(2) ＡＩネットワークシステムに関する相互接続性・相互運用性の確保 
 ・ 相互接続性・相互運用性を確保すべき対象の検討 
  （例：アーキテクチャ、情報の結節（ＡＩ相互間、ＡＩとモノの間、ＡＩと人間の間、ＡＩとクラウドの間、ＡＰＩ）、匿名化・暗号、データ形式） 

 ・ 相互接続性・相互運用性の確保の方法（dejure / defacto）の検討 

 ・ 相互接続性・相互運用性の確保に向けた国際協調の在り方の検討 

(3) ＡＩ相互間のネットワークの形成に関する当事者間の協議の円滑化 

 ・ ＡＩ相互間のネットワークの形成に関する当事者間の協議をめぐる紛争の動向及び影響の継続的注視 

 ・ 必要に応じ、当事者間の協議を円滑化する観点からの紛争処理の在り方の検討 

(4) ＡＩネットワークシステムのオープン化 

 ・ ＡＩネットワークシステムのオープン化の対象及び方法の検討  

 ・ 国際社会におけるＡＩネットワークシステムのオープン化の推進の在り方の検討 

(5) ＡＩネットワークシステムの開発及び利活用に関するイノベーションの促進 

 ・ ベンチャー企業によるエコシステムの形成の支援の在り方の検討    等 

 ２．イノベーティブかつ競争的なエコシステムの確保 

当面の検討課題（３／８） 
第５章（当面の課題）関連 
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• ＡＩネットワークサービスの利用者（特に消費者、青少年、高齢者等）の保護の在り方の検討 

• ＡＩネットワークサービスの利用者の利益を保護する観点からの市場の動向の注視・評価 

 注視すべき市場の画定、評価基準等の在り方の検討 

 注視・評価に必要となる情報の収集の在り方の検討 

 ＡＩネットワークサービスの供給者による行為であって、利用者の利益を阻害するおそれがあるものの類型化の検討 

• ＡＩネットワークサービスの供給者と利用者（特に消費者）との間の紛争処理の在り方の検討 

• 継続的なアップデートを前提とするＡＩネットワークシステムを利用する消費者の保護の在り方の検討 

• ＡＩネットワークサービスを利用する消費者保護に関する国際的な制度調和の在り方の検討 

 ３．利用者の保護 

• 情報セキュリティ（①機密性、②完全性、③可用性）のＡＩネットワークシステムへの実装の在り方の検討  

• ロボットやドローン等の制御システムのセキュリティの確保の在り方の検討 

• インシデント情報及びベストプラクティスの共有の在り方の検討 

• 演習・訓練の在り方の検討 

 ４．ＡＩネットワークシステムに関するセキュリティの確保 

当面の検討課題（４／８） 
第５章（当面の課題）関連 
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• ＡＩネットワークシステムに関するプライバシー影響評価の在り方の検討 

• ＡＩネットワークシステムに関するプライバシー・バイデザインの在り方の検討 

• ＡＩネットワークシステムの利活用の場面に即したプライバシー保護の在り方の検討  

 ロボット等を利活用する際の空間プライバシー（私生活の平穏）の保護の在り方の検討 

 ＡＩ等によるデータ処理・解析を利活用する際の情報プライバシー（パーソナルデータ）の保護の在り方の検討 

 Brain Machine Interface (BMI) 等を利活用する際の生体プライバシー（脳情報等生体情報）の保護の在り方の検討 

• ＡＩネットワークシステムを用いたプロファイリングにおけるパーソナルデータの利活用に関するルール及び
パーソナルデータを利活用することにより得られたプロファイリングの結果の取扱いに関するルールの 

      在り方の検討 

• パーソナルデータの保護及び競争的な利活用の促進の観点からのデータポータビリティに関する動向の 
   注視及び検討（データポータビリティの適用範囲、方法、域外適用等の検討）  

• パーソナルデータの保護と利活用との両立を図るための技術的仕組み（匿名加工情報等）の在り方の検討 

 ５．プライバシー及びパーソナルデータに関する制度的課題 

• ＡＩネットワークシステムにより創造されるコンテンツに対する著作権法等知的財産法による保護の在り方
の検討 

• ＡＩを利活用したコンテンツの創造等に関する寡占の動向の注視 

• 機械学習に適したオープンデータの提供の在り方の検討 

 ６．コンテンツに関する制度的課題 

当面の検討課題（５／８） 
第５章（当面の課題）関連 
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• インターネットに関するルール（自己責任が基調）とモノの世界に関するルール（製造物責任が基調）の 
  調和の在り方に関する 検討 

• ＡＩネットワークシステムに関する権利義務及び責任の帰属の在り方に関する検討 

 ＡＩネットワークシステムを利活用した取引における権利義務の帰属の在り方の 検討 

 ＡＩネットワークシステムに関する事故時の責任の帰属の在り方の検討 

• ＡＩネットワークシステムに関する司法手続に関する法制の在り方の検討 

 ＡＩネットワークシステムに関する犯罪捜査及び刑事訴訟の在り方の検討 

 ＡＩネットワークシステムに関する民事訴訟の在り方の検討 

 ７．社会の基本ルールに関する検討 

• ＡＩネットワーク化を支える情報通信インフラの整備の推進 

 ＡＩネットワークシステムの各レイヤー（クラウド、エッジ等）に対応したネットワーク制御（ＳＤＮ等）に必要となる機器の普及 

 ＳＤＮ等の用に供するソフトウェア及びその実装機器に関する相互接続性・相互運用性の確保 

 ＡＩネットワーク化の進展を見据えた性能を有する情報通信インフラ（Ｗｉ－Ｆｉ、４Ｇ、５Ｇ、ＦＴＴＨ等）の整備  

• 情報通信インフラの管理・制御におけるＡＩの利活用の推進 

 ＡＩを利活用することによるＳＤＮの高度化 

 ＡＩを利活用したＳＤＮの情報通信インフラにおける相互接続性・相互運用性の確保 

 情報通信インフラの輻輳予兆や故障・事故原因診断におけるＡＩの利活用の推進  

• 情報通信インフラの高度化の加速のための試験環境の整備の推進 

 ８．情報通信インフラの高度化の加速 

当面の検討課題（６／８） 
第５章（当面の課題）関連 
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• ＡＩネットワーク・ディバイド形成の要因となるデジタル・ディバイドの解消に向けた取組の在り方の検討 

• 高齢者や障害者によるＡＩネットワークシステムの利用環境整備の在り方の検討 

• 国際的なＡＩネットワーク・ディバイド形成の防止に向けた途上国支援の在り方の検討 

• ユニバーサル・デザインの推進の在り方の検討 

 ９．ＡＩネットワーク・ディバイド形成の防止 

• リテラシー教育の在り方の検討  

• 科学コミュニケーションの在り方の検討  

 10．ＡＩネットワークシステムに関するリテラシーの涵養 

• ＡＩネットワーク化を牽引する技術者の育成の在り方の検討  

• ＡＩネットワーク化を支えるインフラ人材の育成の在り方の検討  

• ＡＩネットワーク化に対応したセキュリティ人材の育成の在り方の検討  

• ＡＩネットワーク化に対応したデータ利活用人材の育成の検討  

• ＡＩネットワークシステムに関する法的・倫理的・社会的問題に対処し得る人材の育成の在り方の検討 

• ＡＩネットワーク化の進展に伴う産業構造の変革に対応し得る人材の育成の在り方の検討 

• ＡＩネットワークシステムに関する資格試験の在り方の検討  

• ＡＩネットワーク化に対応した人材の雇用促進の在り方の検討  

 11．ＡＩネットワークシステムに対応した人材育成 

当面の検討課題（７／８） 
第５章（当面の課題）関連 
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• ＡＩネットワーク化に対応した労働者のセーフティネットの在り方の検討  

• ＡＩネットワーク化を牽引する起業家のセーフティネットの在り方の検討 

• ＡＩネットワーク化に対応した所得の再分配の在り方の検討  

 12．セーフティネットの整備 

• ＡＩネットワークシステムを利活用した環境保護、格差是正、防災、平和・安定等地球規模課題の解決に
向けた取組の在り方の検討 

• 人々の豊かさや幸福を計測・評価する指標の在り方の検討  

 13．地球規模課題の解決を通じた人類の幸福への貢献 

• ＡＩネットワークシステムのガバナンスにおけるハードロー（行政規制、刑事規制等）とソフトロー（ステークホ
ルダー間の合意、フォーラム標準等）の役割分担の検討 

• ＡＩネットワークシステムに関するステークホルダー間の合意形成の在り方の検討 

 ステークホルダー間の合意形成のプロセスデザインの在り方の検討 

 専門家と非専門家のコミュニケーションの在り方の検討 

• ＡＩネットワークシステムに関する国際的なルール形成過程への参画の機会と透明性の確保の在り方の検討 

• ＡＩネットワークシステムのガバナンスの在り方に関する国際的な議論の場の形成 

 国際的な議論に向けた国内における議論の場の形成 

 ＡＩネットワークシステムのガバナンスの在り方に関する研究・検討の推進 

 14．ＡＩネットワークシステムのガバナンスの在り方 

当面の検討課題（８／８） 
第５章（当面の課題）関連 
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